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西ジャワ ・ プリアガン高地に

おける水稲耕作

—若干の人類生態学的観察ー一

五十嵐 忠 孝
＊

は じ め に

筆者は， ィンドネツア共和国西ジャワ州プリアガン高地の1山村に， 過去2
1) 

回， 比較的長期にわたって滞在する機会を得た。 この間， 筆者は村人に多くの

「なぜ？」を発した。村人の答えは矛盾し， 理解に苦しむことも少なくはなか

ったが， 農耕の実際をはじめて見る筆者は， 村人とのこうした会話を通して，

実にさまざまなことを教わることができた。

本稿では， このうち水稲耕作について， その概要を報告するとともに， 2'

3の点につき華者の考えを述べてみたい。 もとより， 水稲耕作についての筆者

の賎察は体系的なものではなく， 従って， 本稿も水稲耕作をめぐる若千の側面

についての覚え沓き的なものにすぎない。

筆者が滞在したのほ， オラソダの統治時代から紡績の町として知られるマジ

ャラヤ (Majalaya) から， 徒歩で 1 時間半あまり山手に入った所にあるサラ

ムンカル (Salamungl,al) と呼ばれる kampung (部落）である。 この部落の総

世帯数は約300であるが， 10~50世帯の I珈bur (集落）に分かれており，各集

落はサラシ ー山 (Salasih: 標高 1, 194m) の山腹から北へ延びたゆるやかな尾

＊ いがらし ただたか， 京都大学東南アジア研究セソクー
1)この調査は， 日産科学振興財団の研究補助金による「インドネシア人類生態学調査

―とくに村落住民の生計維持機構と人口現象j (代表者：群馬大学医学部公衆衛生学
教室教授・鈴木庄亮）の一部として行なわれた。
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根上 (800m余）のあちらこちらに棚田に囲まれて所在する。 サラムンカル部

落のすぐ南側にせまる山塊斜面には畑が切り開かれ，乾季にはタバコを，雨

季にはトウモロコシを主作物とする輪換耕作が行なわれている。主食である米
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第1図 月別の気象状況

注） DepartemenPerhubungan [1969 ; 1971-79 ; n. d.］による．



五十嵐：西ジャワ・プリアカツ高地における水稲耕作 29 

は，所有水田面戟の大きい数世帯を除く大部分の世帯では，自給することがで

きない。米の不足分は，タバコ， トウモロコジなどの換金によるほか，もより

の町への苦力出稼ぎによる収入で補なわれている。

調査地を含む地方の気象条件を第 1図に示す。降水批の月別推移から，年間

を6~9月の乾季， 11~4月の雨季， 5月と10月を両季節の移行期というよう

に分けることができるかも知れない。プリアカツ高地は，概して中・東部ジャ

ワに較べると，乾季においても比較的よく雨の降る地方である。しかしプリア

ガソ寓地のみをとりあげても，降水益は年と場所による差がはなはだ大きい。

プリアガンの人々に jamangab切g（キャッサバの残り滓を食べた頃）の名前

で広く知られる1967年は，乾季が非常にきびしかったうえ，雨季入りが異常に

遅れた年であった。反対に1980年の乾季は雨季のように雨が降り続き，乾季作

物のタバコが腐って，ほとんど全滅状態であった。また， 1982年の乾季も大変

きびしく， これに前後10回以上といわれるガルソグ‘ノ山 (Galunggung)の大

噴火による降灰が重なったため， ‘‘jaman gabeng以来の'’不作年となった。

サラムンカルの村人がhilir（下流）と呼ぶマジャラヤなどバンドン盆地の平

坦部では，乾季がきぴしいと罹漑水が涸渇してしまうので，雨季の到来をまっ

て稲作を開始しなければならない。一方，サラムンカルを含む山手の村々にお

いては， ja加 zngab切gの年でさえ，河谷や湧水からの泄漑水が完全に涸渇す

ることはなかったという。

平均気湿は年間を通してほとんど変わらない。サラムンカル部落は，バソド

ン平地に較べ約20011l高いが，最低気温はあまり変わらず， 18℃を下回ること

は少ない。しかし最高気温は，バンドン平地に較べるとかなり低く， 30℃を超

えることは少ない。

日の出および日の入り時刻は，年間を通じて，それぞれ午前6時と午後6時

ごろであるから，日長は約12時間となる。乾季の 6月に最短 (11時間40分弱）

に，雨季の12月に最長 (12時間30分強）になり，年間差は約48分である。サラ

ムンカル部落は9.7cの東側にさらに高い尾根をひかえているので，実際の日長

はこれより少し短くなる。
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以上に述べた気象条件の季節的推移を村人がどのように判断しているのか，

筒単に記しておこう。 村人は降水の多雰に甚づいて 2つの usum（季節）， す

なわち ngijih（雨季）と加lodo（乾季）を認める。雨季ほ usumtiris（寒い

季節）， 乾季ほ usumpanas（熱い季節）とも呼ばれるが， これは両季節間で

平掏温度は変わらないとはいえ，府で受ける感じがかなり異なるためであろ

う。また，雨季は西風が卓越するため， uswnbarat（西風の季節）ともいわれ

る。

村人の季節への関心は非常に高く，季節の移行を示すさまざまな手掛かりは

頻繁に村人の話題にのぼる。サラムンカルの村人が用いる手掛かりは，降雨の
2) 

バターンそれ自身のほか， 雨季入りを告げる siraru(lsoptera bersayap)の
3) 

分封，乾季の到来を知らせる turais(Cryptotympana acuta)の出現，乾季に

入ってからの時間的経過を示す randu(Ceiba caribaea), kanyもri(Bridelia 

”゚910ica)， 蜘gkol(Zygia jiringa)などの樹木の落葉・開花・結実，特定の

時刻における加ntangki!ri!ti（すばる）や秘ntangwuluku（オリオン座）の位
4) 

置などが，その主なものである。 patokanusumまたは panayogianpataunan 

と総称されるこれらの手掛かりとしかるべき農作業との対応を示す知識体系が

pranata 11詔ngsaと呼ばれる不定時法的農耕暦であるが， ジャワ島各地の降雨

型の相違に応じて，内容の異なることが知られている。

I 水稲耕作過程

村人は，農作業を暦月に対応させて語る習慎をもたない。ためしに，水田や

畑での播種，移植，除草，刈り取りなどの農作業は何月ごろ行なわれるのか，

という質問をぶつけてみると，多くの村人は答えられない。あるいは当惑気味

に見当ちがいな答えをする者もいる。 これほ，村人の使用するイスラムージャ

2)大型の羽紙の一種で，食用として好まれる。

3) クマゼミに似る。

4)これらの星座が，たとえば，宵に東の空1このぽるようになったら雨季の始まりである。
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ワ腔が純粋な太陰暦で，グレゴリー暦に対して毎年約11日ずれるため，暦月と

季節との対応がなく，従って季節の移行や農作業を暦月に対応させる習慣が生

じえないためと考えられる。 また，後にも述べるように，通年稲作田 (sawa!t

lもdog)においては，雨季作田 (sawa/zgi!li!dug)とは違って，降雨の季節的多

罪とは関係なく作付けされるので，農作業をグレゴリー暦に対応させることは

そもそも不可能なのである。

農作業のタイミングは，もっばら生育段階に対応して語られる。稲の生育段

階は地域により，またインフォーマントにより，呼称が少しずつ異なるが，サ

ラムンカル部落における呼称と対応する農作業の主なものを示せば，およそ第

1表のようになる。

以下，水稲耕作過程の概要を第 2図に従って紹介する。なお，以下の記述は

pare ranggeuyanといわれる品種群（これについては後述）を念頭に置いている。

1.苗 代 準 備

苗代準備に先だって，まず，種籾 (binih)の脱穀が行なわれる。すなわち，

次期播種用に選んだ稲穂から籾を空饉などから作ったヘラで丁寧に扱き取る

(ngi!rok)。pareranggeuyanは脱粒難なので，この過程が必要である。 脱穀

した種籾は，袋に詰めたあと，旋魚池に 2~3晩沈め (ngeueum)，さらに暗所

（普通， goahと呼ばれる貯蔵室）に 2~3晩置いて催芽させる。なお，モチ

種は脱穀せず，稲穂のまま浸水催芽させる。 わずかに発芽した籾を加加ntis

（出かかった）， ついで幼根が伸長して， sumi}umg（犬歯の様な）と呼ばれる
5) 

段階になると，暗所より取り出して播種される。

苗代 (pabinihan)には水位調節の筒単にできる kotak（畦で囲まれた水田

区画）が 1筆ないし 2筆選ばれる。すべて水苗代 (pabinihancaian)である。

陸苗代 (pabinihant姪gal)を作らないのは，鳥害がひどいからであるという。

苗代の地掠えほ，耕起が 1回のみであることを除くと，本田のそれ（後述）

5) n碑 ntisはsumih邸 gと同じであるとする地方もあるが， サラムソカルでは，

加珈tisはpiakareun,すなわち，発芽から発板までの段階にある籾をさす。
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と同じである。耕起時には，カマドの灰，籾殻，羊やニワトリの糞のいずれか

がすき込まれる。肥料およぴ殺虫効果があるという jeungj切g(Albizia sp.), 

kadoya (Dysoxy/11111 sp.), sur紐 (Toonasp.)などの樹木の葉をすき込む者も

いる。

催芽籾の散播は均等な密度でばらまかれるよう慎重に行なわれる。播種誠は

本田 100tumbak (1,600加）につき約 1.5 geugeusである。これを換算する
6) 

と，本田 1lzaにつき約60/zgの乾燥籾を用意することに相当する。モチ種は稲穂

のまま浸水催芽させ，その 1本 1本を苗床に並べて植えつける。これは苗取り
7) 

•田植え作業時にウルチ種との混同を避けるためという。穂播きを tゑbar, 籾

の散播を si!barと呼び分ける地方もある。

播種後は苗代の冠水と落水を 2~3日ごとに繰り返えす。わずかに出芽した

苗をjumarum（針のような）と呼ぶ。 ngabulutilmkur（キジバト Streptopelia

chinensisの羽毛のような）といわれる段階になると， 苗代を湛水したまま1こ

しておく。 bubunitikukur（キジバトが見え隠れする） といわれるようになる

と，田植えが閻近にせまる。

2.本 田 準 備

播種からしばらくたつと，本田準備が始まる。まず，穂摘みされたあとの立

秤を鎌 (arit)で根元近くから刈り取る (ngababadjarami)。かつては，立群

が充分に腐るまで待って次回耕起を始めたので，この作業は行なわれなかった

という。刈り取った秤は，水田に放闘して腐らせるか，田植えが迫まっていれ

ば，焼く (ngadurul,an)。 つづいて 1回目の耕起 (ngawalajar)を行なう。水

田の経営主はここで初めて賃金労働者を雇う。あるいは，経営規模の中程度の

者どうしは，労働の等価交換(liliuran)を行なうことも少なくない。耕起作業

6)この値は圭井 [1944:5]や DJOECHRONI[]946]の報告する値とほぼ一致する。

7)穂播きする理由として，従来， いくつかの説明がされている [MUSTAPA 1977:1]9; 

歪井 1944:5;上野 1944:79]が， サラムソカルの村人があげたのは本文で述べた理由

ひとつである。
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後，約 2週間，水田ほ湛水状態で放僻される。なお，水牛による紹耕 (ngawu-

lu加または nyingkal)は，サラムンカル部落では，めったに行なわれない。

水田の 1筆面寂が狭いからであるという。サラムソカルのひとつ下の部落まで

はさかんに行なわれている。この地方の臨耕は牽引動物として瘤牛ではなく水

牛であること， 1頭だてであることなどが特徴である。

2回目の耕起 (malik)は， 1回目のそれに較べればずっと楽で， 雇用する

貨金労働者の数も少ない。作業後は再び湛水して放置する。 1回目と 2回目の

耕起の際，村人は必ずといってよいほど多数の加lut（タウナギ Flutaalba) 

を捕える。耕起の季節には，どの家庭のメニューにもタウナギが現れ，貴重な

励物性蛋白質源として食される。

代揺きゅgang/er)は田植えの10日ほど前から前日までの間に行なわれる。

代掻きの手順ほ，まず，斜めに描えた鍬を手前に引きつける動作を繰り返すこ

とによって土壌を攪拌したあと，ー銀面梢の広い水田では，水牛 1頭びきの

肥 (garu)を牽かせる (ngagaru) こともある。 つづいて水田面の均平作業

切yosorongan)を丁寧に行なう。普通の水田では sarongと呼ばれる均平用具
8) 

だけで，一筆面稲の広い水田では，仕上げに l¢akを併用して行なわれる。代

掻きと並行して， 畦の補修 (ngagal/Jngan) と畦ぬり (mo炒k)， それに法面

(gatりir)の雑草を鍬で根とともに削り取る作業 (nampingan) も行なわれる。

棚田地帯では， 1築面戟が小さいため，畦の総延長が長いこと，段差が大きい

ため法面が広いことなどのため，これらの作業は大きな労力を必要とする。な

ぉ，これらの作業は，立ち棉刈り， 1回目・ 2回目の耕起時にも適宜行なわれ

る。

以上に述べた耕起 2回と代掻きは，男の労働者を雇うか，労働の等価交換に
9) 

よって行なわれる。なお， 2回目の耕起を省略する者も少なくない。 2回目の

耕起を省略する理由としては， 資金不足， 土壌がまだ充分やわらかい (hipu)

8) leak Iまsarongより横幅が長いだけでなく，操作法が異なる。

9) 2回目の耕起を省略する方式ほ， 1回目の耕起 (ngawala逆りの後ただちに代掻き

(ngang位）を行なうので，両者の語尾を合わせて jar/erと俗称される。
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などのほか，耕起作業が遅れ田植え時期が迫っていることがあげられる。最後

の理由は水田の経営規模の小さい者がしばしばあげる理由であるが，彼等は賃

金労働者として他人（親あるいは兄弟世帯であることが多い）の水田での耕起

作業を優先するため，自らの経営水田の耕起作業は後回しになるからである。

さらに， きわめて稀ではあるが， 穂刈り後の立ち稗を足で踏みつけ (ngaga-

砥po)，耕起を完全に省略して，いきなり代掻き・田植えを行なう場合もある。

3. 田 植 え

田植え (ta'zdur)は播種から約40日後に行なうとされる。水田の経営者は，

ここで始めて女の賃金労働者を雇うか，女どうしで労働の等価交換を行なう。

田植えの手順は以下の通りである。まず，代掻き後の本田に水草が繁茂して

いれば，田植え作業前日か直前に両手で揺き集めた水草を土猿中に押し込む方

法で除草 (ngacak)を行なう。除草後は再び丁寧に水田面の均平作業をする。

苗取り (babut)は本田の広い者は前日に，そうでない者は田植え当日の早朝

に行なう。苗を引き抜き，これを束ね，根の泥を洗い落とした後，葉身の先端

を数Cl/I切り落とす。これは，早く生長するため，と村人は説明する。少数の者

は， このあと， 苗束を殺虫剤に浸す (nganclomkeun)。 苗束を本田に運ぶの

は男の仕事で， 普通，経営主（男）自身が行なう。本田では，予め， えぶり

(caplak)で25X25c,11の条を付けておく。この作業も経営主（男）が行なう。苗

は1列に並んだ女が後ずさりしながら， 1株に 4~5本ずつ正条植えされる。

ただし，これは 1筆面甜の比較的大きな水田だけであって， 1筆面戟の小さい

多くの水田では乱雑植えが普通である。

余った苗はけっして捨ててはならないとされる。捨てる目的で苗を引き抜け

ば手が，踏みつければ足が捩じ曲がってしまうという。このため，余った苗しま

苗の足らない者に談渡・売却される。あるいは，本田の一部に，植え付け間隔

を狭めるか， 1株当たりの植え付け本数をふやすかして，密植し，後に行なわ

れる ngayuman（育ちの悪い苗を良いものに取り換える作業）の予備とする。

余った苗を挫魚池に植え付けることも，またよく行なわれる。稲の植え付けら
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れた旋魚池はごくありふれた光景で，その総収批はけっして無視できるほどの
10) 

ものではない。

苗取りの完全に終った苗代は，ただちに代掻き・均平作業をして，苗が植え

付けられる。しかし余った苗が立毛していれぼ，そのまま放置しておく。

4.田植え後の管理

田植え後まもなく rampakdaun（葉がいっせいに伸ぴる）と呼ばれる段階1こ

達すると， 1回目の除草 (ngabaladah)が行なわれる。除草の方法は既述した

田植え直前の除草と同じである。除草は女の仕事であるが，正条植えした水田

では経営主（男）が雁爪 (gangsrok)か田打ち車 (g勿命必l)で除草した後，

雇用した賃金労働者に入念な除草をさせる。除草作業時には，生育の悪い稲を

引き抜き育ちの良いものに取り換える作業 (ngayionan)も行なわれる。交換用

の稲にほ，密植した株から引き抜いたものか，前回刈り入れ時の落ち穂から自

生した稲 (kapi!ncar)が利用される。落ち穂からの自生稲は畦際などに生えて

いるが，これは誰の水田に生えているものでも自由に引き抜いてよいことにな

っている。

除草と同じ日か数日後に畦と法而の雑草を parang（鎌の一種） で除草する

(nyacalang gali!ng)。 羊・山羊を飼育する者は， 毎日飼料として雑草を鎌で

刈り集めるが，除草を兼ねて，まず自らの経営水田の畦で雑草を刈り取るのが

普通である。他人の水田の畦で飼料用に雑草を刈り取ることは，水田の経営主

にとって歓迎すべきことである。

化学肥料の散布 (mlゆuk)と殺虫剤の施用 (nyi!mprot)が行なわれるとすれ
11) 

ぼ，この頃である。 lzamaz厖伐ngは1回目の除草の頃から発生しやすくなる

としヽ う。

1回目の除草後， さらに葉が伸長して lumeunca （イヌ＊オズキ Solanum

10)韮魚池 (ba逆堅）に栢え付けられた稲 (pa性）は lo99gr6と俗称される。

11) トビイロウソカ， クロスジョコバイ，クロカメムツ， ミナミアオクサガメなどの害虫

の総称である [KusNAm1980: 10-13]。
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”igrumぐらいの背丈になる）といわれる段階になると， 2回目の除草 (mi1ulo)
が行なわれる。畦と法面の除草，化学肥料・殺虫剤の施用も同日か数日後に行

なわれるが，雑草の繁茂や害虫の発生程度により，これらの作業を省略する者

もいる。

glide pare（稲が大きくなり始める） と呼ばれる段階から鼠の害が発生す

る。村人の取る駆除対策はただひとつ，鼠の害が集中する水田中心部に立毛す

る稲を左右に開くこと (nyuaypare)だけである。こうすると水田土渡面まで

日射しが届くため鼠が近よらなくなるというが，後にも述べるように，防鼠効

果はほとんどないように思える。

もし鼠の害を受けなければ，稲は 11zapakdaun（葉の高さがそろう）と呼ば

れるようになる。 これは稲が学む (reu加 uh)直前の段階である。穂学み以降

の生育段階しま，かなり細かく分かれている。すなわち， reuneulzpanglaki（稲

が交わる）， reuneuhleutik（小さく芋む）， reu加 ullgどd¢ （大きく学む）， cztlcel

（ここそこで出穂する）， rmnpak（いっせいに出穂する）， beu加 urh妙jo（籾に

中味が入る）， rayrayan（稲穂が曙光色になる）， kon紐g （稲穂が黄金色にな

る）， asak（熟す）などの段階が識別されている。 なお， 前記 rayrayanfま

lzejo pzmduk（穂首がまだ緑）と konengtungtung（点々と黄ばむ）の 2段階

から成るとする者もいる。 また kon初gと asakの違いは， 前者の段階では

葉身がまだ緑色であるのに対して，後者では葉身も黄ばむことで区別される。

穂卒み以降刈り取りまでの間に行なわれる農作業は，畦と法而の雑草を鍬で

根から削り取ること (nyopakgalもng)だけで，これは culcelの段階で行なわ

れる。 rampakの段階で強風が吹くと，枇 (hapa)がふえる。 また， この段

階からホソクモヘリカメムシ (hamal辺9lgKang)による虫害が発生しやすくな

る。次期作用の陸苗代を作るとすれぽ， この頃である。 beu,花urh秋joになる

と，鳥害 (hama1加加1，)が激しく，子供たちは鳥追い (tzmggupare)で日が

な水田1こいることが多い。 rayray1111I'こなると刈り取りを始める者がでてく

る。ただし，この段階での刈り取りは，登熟した稲穂を選びながら穂摘みナイ
12) 

フ (etem)で摘み取る方式で， この作業を dok旭nまたは 11u11gtutという。



五十嵐：西ジャワ・プリアカツ高地における水稲耕作 39 

この方法が好んで採用されるのは，虫害・鼠害・烏害の激しい場合で，すべて

の稲穂が登熟するまで刈り取りを待ったのでは損失が大きくなるからである。

ko簸ngIこなると， 水田の経営主は walipulzun（男の祭儀師）を訪ね， 収獲

日を決めてもらう。収稜予定日はあらかじめ近隣・親戚に伝えられるし，収穫

前日には近隣・親戚に食事が配られるので，他の村人もいつ誰の水田で収穫作

業があるかを知ることができる。

5.収穫作業

収穫作業の当日は， まず walipuhunが NyiPohaci Sangyang Sri（稲の

女神）に食事と女性の衣服ー式をささげ，惑謝のことばを伝える。つづいて待

ち構えていた多数の収穫労勤者（女）は，各自が持参した穂摘みナイフにャッ

油を塗り付け，刈り取り作業を開始する。

このとき，通常の刈り取りとは別に刈り取られるものが 2つある。ひとつは

ibu pare（稲の母）と呼ばれる初穂である。この初穂は経営主（女）が刈り取

ることもあれば，収穫労働者の 1人が経営主に命ぜられて刈り取ることもある

が，初穂を刈り取る者は10aray（束）刈り取るまで口をきいてはいけないとさ

れる。もうひとつは種籾取り (alean)で，これは収穫時以前の dok旭n作業時

に行なっていることもあれば，収穫作業時に行なうこともある。

稲の刈り取りは，穂摘みナイフを右手に持ち，これで茎軸を止葉の付け根の

少し下で切り取る動作を繰り返し，右手に幾本か稲穂がたまると左手に移し，

すべての止葉をすぼやく剥ぎ取るという方法で行なわれる。これを繰り返し，

やがて左手の稲穂が握り切れなくなると畦に既いて刈り取り作業を続ける。

刈り取った稲穂の茎軸を親指と人差指で作る輪ほどに束ねたものを aray,

これを 3つ束ねたものを eundan, さらにこれを 2つ束ねたものを geugeusと

呼ぶが，このうち geugeusは収穫高などを稲穂の批で表現する時の単位とし

12) dok砥nIi, 「手を突込んで捜し出す」の意味をもつ 9lgo竺と「収稜」を意味する

pa戒巴からなる合成語である。 また nungtutの原義1ま，何かを「少しずつ」すること

である [SATJADIBRATA 1942:365]。
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て用いられる。 1 ara:y刈り取るのに要する時間は 7~8分で，収穫労働者 1

人が1回の作業で刈り取る稲穂の描は3~ 4 geugues,最大でも Sgeugeusで

ある。収穫労働者は各々の刈り取り分を経営主の家まで運ぷこと (ngakutま

たは 91gais）が義務づけられている。

収穫作業には部落の内外を問わず誰でもが参加することを認められ，各自が

刈り取った稲穂c10分の 1を報酬 (b幼on)として持ち帰ることができる。 こ

のような刈り取り方式は報酬を l sa"且a(＝ 10geugt紹S)につき 1炒笠壁（ニ

1 geuge1,s)の割合で与えるので， 2 つのことばを合わせて gam咽~と通称さ

れる。ただし，こogacong作業を完全に公開するのは経営水田のかなり広い

者だけであ~}て，経営規模の小さい者は同じ<gaco/：gとは称しても，収穫作

業を近隣・親威の者に限ったり，さらに経営規模の小さい者は家族労働だけで

メIJり取りを行なう。

他人の水田の刈り取り作業に参加すること (dfriip)は多くの雰細な農民にと

って米を入手する貴虞な機会である。必位p1回当たりに受け取った報醐（最

頻値は 0.5geugues)は実際には刈り取り分の10分01を超えていることが多

かったが，これば水田経営者の親類緑者に当たる収穫労働者には正規の報酬

のほか追加報酬 (ba細 itijゑro)が与えられるため，もっばら効率のよしぃ親隈

緑者の水田での刈り取りに参加する者が多いためと考えられる。

6.収穫後の処理

収穫後の稲束は，数日，天日乾燥(,加¢)された後， g婢 l9（家屋の一部を仕

切った貯蔵室）か leuit（家屋とは別棟の高床式米倉）に戟み重ねて貯蔵され，

必要に応じてこれを出してきて， sorondoy（別棟の米焼き小屋）の lisimg（長

大な木製の臼）と加lu（立て杵）で脱穀・脱存を， iゆ/i!g（小型の石臼）で

拇精をそれぞれ行なう。初穂も同様に貯蔵されるが，これが利用されるのは，

すぺての貯蔵米を食べ尽した後かあるいは家族に死者の出た場合に限られる。

刈り取られた水田が小作地であれば，同日あるいは数日以内に地主への地代

が支払われる。サラムンカル部落での水田小作はすべて収穫折半方式(it如g幼）



五十嵐：西ジャワ・プリアカ● 、パ翡地における水稲耕作 41 
13) 

なので， 地主と小作人は刈り取り作業による収穫高から収穫労働者への報酬と

種籾（これは小作人が予め取っておく）を差し引いた残りを折半することにな

る。

収穫作業(gacong)の時， 未熟のため刈り残された稲穂は， やがて登熟する

と経営主（女）が刈り取る。 この作業をngagempelan (遅れ穂刈り）という

が， この時， 稲穂は止葉の付け根の下でなく， 穂首節間で切り取られる。 この

稲穂は短いので稲束とはせず， 袋またはかごに入れて持ち帰られる。小作水田

の場合， 遅れ穂刈りは小作人（女）が行なうが， これによる収穫は地主と折半

する必要がなく， すぺて小作人の取り分となる。

遅れ穂刈りをする頃， ガル ー ト県から峠を越えて多くのガチョウ使い(tu

kang m酎）がやって来る。 彼等は1人で200~300羽を引きつれ， 相当広い範

囲を収穫後の水田を求めながら移動し， 水田の経営主の了解を得て（通常， ぉ

礼としてガチョウの卵を少し与えて）水田の落穂を食ませる(ngangon mもri)。

水田の経営主は， ガチョウの糞により水田が肥えるためこれを歓迎する。

サラムンカル部落ではあまり盛んではないが， 遅れ穂刈りのあと， ただち

に畦ぬり・荒起しを行なった水田で田植えまでの約40日間， 稚魚を養殖する

(1梃Zak burayak)者もいる。

この頃には， すでに次の苗代準備が始まっている。

Ill 稲作周期

第lll章以下ではサラムンカル部落で観察された水稲耕作について2~3の側

面をとりあげる。 まずこの章では， 稲作周期にかかわる問題として，(I)各世帯

が同一の農作業を同一時期に行なうこと，(2)水稲耕作は降水の季節的多謀とほ

関係なく行なわれていることの 2 点につき， やや詳しく紹介してみたい。

サラムンカル部落の各世帯は， 同一の製作業をほとんど同時期に行なう。部

13) ただし， 小作水田を畑1こして裏作(malawija)をすると， 加irt/!lu (小作人の取り分 3

分の])が適用される。
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落全体として各農作業のピーク時期は約 1カ月である。従って，農繁期，農閑

期，それに米の端境期など，稲作周期に伴う季節性を明瞭に認めることができ

る。サラムンカル部落を含む山間地城一帯についても同様であるが，ただし各

村落の稲作周期はたがいに少しずつずれている。 上野〔1944: 81)によればパ

ンラゴーグデー山 (Pangrango-Gede) の南西裾野に位闘する村落においても

同様で， 「区内二於ケル稲作ハ一斉作業ニシテ，各農家期ヲ同ジウシテ稲作作

業ヲ開始ス」という。

しかしながら，今日のジャワ島において同一の農作業を各世帯がほぽ同時期

に行なうのは，必ずしも一般的なことではない。バンドン平地やチアンジュー

ル平地など，プリアガン高地の稲作地帯を歩いて見ると，稲刈りと田植えが隣

り合った水田で同時に行なわれているといった光屎は，いつでもどこかで見る

ことができる。時には稲の生育段階が水田(/)1筆ごとに異なることすらある。

このような所では，村落あるいは地域全体として，稲作周期に伴う季節性を認

めることができない。

稲作が通年可能な地域で農作業を一斉に行ない，世帯間の稲作周期をわざわ

ざ同調させているのはなぜであろうか？ 各世帯が同一時期に同一の作業を行
14) 

なえば，一時的にせよ人手不足が生じるし，端境期の米の値上がりのような不

都合が生じる。労働需要を年間にわたって分散させるためにも，端境期におけ

る米の値上がりを防ぐためにも，各世帯の稲作周期がずれている方がむしろ有

利だ，と一応は考えることができる。にもかかわらずサラムンカルの村人ほ稲

作を一斉作業として行なっており，勝手な時期に作付けをして稲作周期を乱す

ことにほかなり強い規制がかかるらしい。

節者は， 「どうしてこの部落の人たちは一斉に同じ農作業をするのか？

14)筆者にとっては意外なことであったが，股作業を適期に行なえない理由として村人が

第一にあげるのは人手不足である。賃金労働を行なう中・下屈世帯の者は，殷繁期にな

ると， 1~2迎問先まで被屈用や労働の等価交換の口約束が決っていることも珍しいこ

とではない。また，親・兄弟世帯からの依頼を除いてほ，部落内での賃労働を娘い，収

入のよいバンドソでの苦力出稼ぎに行く者も少なくない。
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hilir (マジャラヤなどバンドン盆地の平坦部）のように， それぞれの家が作

付けをずらせば農繁期の人手不足も端境期の米の値上がりもなくなるではない

か？」という問いかけを機会あるごとに行なってみたが， 「そんなことをした

ら， 鼠の大襲撃(ngagembrongまたはnapnk)を受ける」というのが村人の決

まった説明であった。村人の中には， 鼠だけでなく， 病虫鳥獣害一般(hama)

が発生しやすくなると語る者もいる。

筆者と村人がこのようなやりとりをしたのほ， サラムンカル部落を初めて訪

れた1979年の時点である。 その後， サラムンカルのごく一部の者が高収紐短稗

品種を試みた結果，村人の懸念していた事態が発生することになった。 以下に

高収批短稗品種瑶入の顛末を記そう。

筆者がこの地方を初めて訪れた当時 (1979年）， バソドソ平地などでは少し

も珍しくなくなっていた高収批短稗品種は， サラムンカル部落とその一帯では

まだまった＜栽培されていなかった。 村人は当時， 「ここしまhilir (平地部）

と違って水が冷いからparepゑndek c高収蓋短稗品種の総称）は適さない。 だ

から植えるつもりはない」と語っていた。 ところが 2 年後の1981年， 筆者がこ

の地方を再ぴ訪れた際には， 山手の水田にも新品種がかなり植えられていた。

サラムンカル部落においても新品植栽培が試みられていたが， わずか3人が経

営水田の一部に植え付けているのみであった。 この3人のうち，最も早く新品

種を採用した者は， ちょうど 4 回目の栽培を行なっているところであった。 と

ころが前3回の収抽しま， いずれも「夙の喰い残し(ti/as beurit)を刈 っただ

け」の惨阻たる結果に終ったという。

鼠は， 従来ならぼ， 稲がgi!de pareと呼ばれる生育段階に達する頃から畦

の孔に集まり始めたが，新品種の栽培を始めてまもなく多数の鼠が周年住みつ

くようになり，新品種が ‘‘食べ頃"Iこなるとたちまち被害を受けるだけでな

く， 在来種へも甚大な被害が及び始めた。 このため新品種栽培ほ次々に中止さ

れ， 1982年 4 月始めの刈り取りを最後にサラムンカルで新品種を栽培する者は

1人もいなくなってしまった。 このような事1肯しま， 当時サラムソカル部落一帯

でも同様で， 「やはり在来のやり方に戻らなければならない」(balik s細11/a)
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と村人が語るのをしばしば耳にすることができた。筆者がサラムンカル部落を

もっとも最近訪れたのは1983年4月であるが， その後再び新品種を採用してい

る者はいなかった。

新品種の栽培が失敗とわかって以来，新品種を試みた3人に対する村人の評

価はかんばしくないようだ。 このような評価があることを知ってか， 3人のう

ちの1人は， 稲作周期を乱さないような配應を十分にしたと主張する。すなわ

ち， 村中の在来種がrampak (一斉に出穂する段階）になる頃，新品稲もまた

rampakになるように植え付けを遅らせたという。 この村人は， ところがあと

の2人はこのような配慮をせず， はじめは在来種と同時に植え付け， その後は

刈り取りのあとただちに植え付けることを繰り返えしたので， この村の稲作周

期がすっかり狂ってしまったのだと説明する。

以上に述べたサラムンカルにおける高収最短捏品種導入の顔末とこれに対す

る村人の説明が示唆するように， 伝統的に稲作が一斉作業として行なわれて来

たのは， 病虫鳥獣害， とりわけ鼠害の発生を回避し，あるいは発生した場合で

もその被害を分散させ， 各水田の受ける損失を最少にする意図に基づくよう

に思える。 前章で触れたように， 稲の植え付けが人より遅れること(kapan

deurian), 時期はずれになる こ と(kaselangan)を回避するため耕起を1回

に省略したり， 耕起から代掻きまでの放置期閥をはしょったり， あるいは他人

の苗代の一部を借用するなどして時期に間に合わせようとするのは， このため
15) 

であると考えられる。

さて次に作付けのタイミング， とりわけ作付けと降水の季節的変化との関

係について述ぺてみたい。

築者は当初， サラムンカル部落では雨季と乾季にそれぞれ1回ずつ稲の収穫

が行なわれていると考えていた。 この理由は，村人が稲の収穫は1年に2回で

あると述べたこと，pare ngawuku (雨季稲），pare 1110厄kat(乾季稲ー一これ

15) 稲の虫害·鼠害対策としてでなく，水田マラリアの媒介蚊である A加Pheles aconitus

の発生予防のため稲作周期を同時化するような指達が行なわれるのも， 同じ理由からで
あろう[OVERBEEK et al. 1937:26-38; 山口1943:22-24]。
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はまた pare11,alik jaramiともいう）という呼び分けがあることなどである。

ところが妙なことに，筆者が当時田に植わっていた稲を指し示しながら，こ

れは parengawukuなのか paremorekatなのかとたずねてみると，ある者は

ngawukuと答え，他の者は morekatと答え，さらに他の者はよくわからな

いと答えるのである。さらに妙なことに，村人の述べる稲の生育期間は 1年

に2回の収穫を得ることがどうしても不可能なほど長いのである。すなわち，

サラムンカルで当時栽培されていた稲品種はいずれも生育期間（ただし田植え

から刈り取りまで）が5~6カ月，播種から田植えまでは約40日であるという

から，雨季作と乾季作を合わせると 1年を少し超える長さになってしまう。

築者は，ヮセとオクテを交互に樅え付けることでもしない限り 1年に 2回の

収穫を得ることは不可能ではないか，という疑問をぶつけてみたが，この疑問

を理解した村人はいなかったようだ。農作業を暦月に対応させる習慣がなく，

また “1年”(sataun)が農耕暦とはまったく関係をもたないイスラムージャワ

暦のそれを意味するためであろうか，いずれにせよ，期間あるいは暦月につい

ての村人の応答は正確さを欠くうらみがある。

そこで2度目にサラムンカルを訪れた際，農耕暦を作ることをひとつの目的

として，文字の魯ける村人に約 1年にわたり日記をつけてもらうことにした。

この日記はその日に行なった主要な仕事をひとつだけヮソ・七ソテンスで宮く

という筒単なものであるが，これから，播種日，田植え日，刈り取り日，それ

に品種名が確認できるものを選び出したのが後掲の第4表である。この表に示

されるように種籾取りから播種まで，および播種から刈り取りまでを合わせた

期間は，いずれの品種の場合でも 1年2作を行なうには長すぎる。種籾取りか

ら播種までの期間は数日からせいぜい 1カ月であるので，このような作付けを

続ければ長期的には稲作周期と降水の季節的変化との対応は見られないはずで

あるし，多くの年は 2回の収穫を得られるが，収穫が 1回だけの年もあるはず

である。

これを確かめるためには過去数年の収穫時期を暦月によって特定すればよ

い。しかしこれは思ったほど簡単な作業ではなかった。試み已筆者がサラム
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ンカルに滞在していた時点から 1年ないし 2年さかのぽった期間内で行なわれ

た刈り取りの時期が何月（イスラムージャワ暦で）であったかをたずねてみた

が，村人の応答は利用するに耐えないほどまちまちなものであった。ところが

幸いなことに，村人はある事件の生じた頃，稲がどのような生育段陛であった

かをよく記憶している。すなわち結婚，あるいは子供の出生など発生年月日を
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第 3図 サラムンカルにおける稲作周期と月別降水菰との対応

注）月別平均降水菰ほ De匹 rtemenPerhubungan [1969]による．
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16) 

知ることのできる過去数年以内の事件をまず集め，各事件が発生した当時，稲

が何という生育段階であったかを本人またはその親にたずねれば，収穫時期を

厩月で特定することができる。ただし，部落全体として収穫作業のピーク時期

は実際には連続する 2つの牌月にまたがっていることが少なくないが，ここで

用いた方法ではビーク時期を暦日の単位まで正確に知ることは不可能である。

筆者がサラムンカルを最初に訪れた1979年の 2月に餞察された収穫を出発点

として，以上に述べた手続きで確認したその後の収穫時期を1983年3月の時点

まで図示すれば，第3図のようになる。この図に示されるようにサラムンカ

ルにおける過去5年にわたる稲の収穫時期は 7カ月の周期で規則的に到来して

いる。このことは稲の作付けが降水の季節的変化とは無関係に行なわれている

ことを意味する。この部落の次回の収穫予定は1983年10月頃となるので， 1979

年から1983年までの 5年間にちょうど 9回の収穫があったことになる。

このような作付様式はサラムンカル部落一帯で広く見られる。ただし，それぞ

れの部落は，たがいに少しずつ稲作周期がずれている。プリアガン高地におけ

るこのような作付様式は，すでに上野 (1944: 87-88)によって報告されてい

る。この報告は部落全体についての収穫時期でなく，ある特定の水田について

の収穫年月日の記録であるが，第4図に見るように，次期作開始までの準備期

間が異なることを除けば，作付けは降水の季節的変化と無関係であること，収

穫期は 7~8カ月の間隔で規則的に到来することなど，サラムンカルの事例と

大変似ている。いずれの事例においても，長期的に観察すれば，作付けは 1年

のどの月にも行なわれるから， parengawuku（雨季稲） •Par¢ 1加 rekat（乾季

稲）という呼び分けがあるにもかかわらず，ある特定の作付けをこのどちらと
17) 

呼ぶかの判断をめぐって，村人の中に混乱が生じるのは当然といえるであろう。

16)結婚は結婚証明苫 (suratnikah)を当人が持っていれば年月日を容易に知ること
ができる。子供の出生は別稿 [foARAoHIJ983] Iこ述ぺた方法によりその年月日を特
定することができる。

17) I年に2度，雨季と乾季（より正確には，雨季の始めと雨季の終り）に作付けされる
畑作物，たとえばインゲンマメ (kacang beureum)についても kacaugngawuku（雨
季豆） •kacang morekat（乾季豆）と呼び分けられているが，これには， 当然のこと
ながらまった＜混乱が見られない。
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第 4図 チマヒにおける稲作周期と月別降水皿との対応

注）上野 [1944:87-88]より， 全生育期間をプルー菰は6ヶ月，チニレ稲は5ヶ月と仮

定して作図．月別平均降水堡は DepartemenPerhubungan [1969]による．

降水の季節的変化と無関係な作付けは，いうまでもなもどのような水田

でも可能というわけではない。このような作付けが行なわれるのは，村人が

sawah ledogまたは sawahboyoranと呼ぶ逝年稲作田（通年稲作可能な水田）

だけであって， 乾季には水掛りの悪くなる sawahgiili!dugと呼ばれる雨季作
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田（雨季にのみ稲作可能ー一乾季には， 通常裏作malawijaが行なわれる）で

は， 当然のことながら， 雨季の始めに播稲， 雨季の終りから乾季の始めにかけ

て）収穫というような降水の季節的変化に対応した周期性が見られる。

サラムンカルの村人が耕作する水田には， 雨季作田がないわけではないが，

その多くは通年稲作田である。しかし， すべての通年稲作田には常に稲の作付

けがされているかというとそうではなも実際には畑地化して， 比較的生育期

間の短い畑作物が裏作されることもある。 裏作の行なわれる水田は， 村人 が

sawah liJdog (通年稲作田） と分類する水田の中でもあまり条件のよくない水

田であることが多い。 すなわち乾季には水掛かりが悪化し， 稲作を行なうこと

ができてもその作柄に不安のあるような水田である。 このような水田では，作

付け時期が降水の季節的変化のどの位相に来るかにより， また，年ごとに異な

る乾季のきびしさの程度により， 稲を植えつけるかあるいは衷作をす る か の

微妙な選択が行なわれ，裏作の方が有利と判断されれば， 哀作が行なわれるこ

とになる。 裏作を行なった後は再び稲が梱え付けられるが， 植え付けのタイミ

ングには他の水田と稲作周期を合わせるような配慮がされる。こ のため， サ

ラムンカルで行なわれる裏作は， 雨季作田におけるそれは別として， ある年に

は行なわれるが翌年 は行なわれないというように， また， その開始時期は稲の

刈り取り時期に左右されるというように，大変不規則に行な わ れ ること に な

る。

IV 水稲の品種群

多くの農学関係書はジャワ島の在来種をプル 一種とチュレ種という2大品種

群名で紹介している。 ところが村人によるニミックな分類では， 在来の稲は3

つに分けられる。

pareは， 広義には陸稲を含むすべての稲を意味するが， 村人の分類に従う

と第5図に示すような品種群に分かれる。すなわち， pare sawah (水田の稲）

またはpare lc,11如r (集落近くの稲）と呼ぼれる水稲は， 穂刈りのあと稲束に
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第5図 サラムンカルの村人による稲の分類

第 2 表 水稲の 3 品種群の主な特徴

pare gid6 ce-re , segon 

1. 刈り取り法 ranggeny ranggeuy heucal, 
2. 貯 蔵法 geuge硲 geugei応 bangsal 
3. 脱 粒 性 難 易（枝梗ごと） 易（籾ごと）
4. 茫 ほとんどの品種あり なし なし
5. 耐 肥 性 強 弱 弱
6, 耐 旱 性 弱 強 強
7. 耐病虫性 弱 強 強
8_ 耐捌伏性 強 弱 弱
9. 生育期間 （第 3 表および第 4 表を参照）

10, 感 光 性 なし なし あり
11. 種子休眠性 なし なし なし
12. 食 味 put紐 sesegjmorolok 脱ar

して貯蔵するpareranggeuyanと， 刈り取り後ただちに脱穀して籾状態で貯蔵

するparejaba (またほpare bubukともいう）の2品種群からなる。 さら1こ

pare ranggeuyanほpareg函teとci!炒とに， parejabaはS呟Oilとpare

pend緑（高収誠短稗品種に対する総称）とに， 各々分かれる。 ここでは， この

pare pみ遥kを除き， 村人がpare lokal (在来の種）またはpare jangkung 

（背の高い稲）と総称する3つの品種群， すなわち， paregi!de, cere, segon 

について論をすすめよう。

村人の説明による3品種群の主な特徴は第2表のように整理することができ

る。 これらの品種群ばまず刈り取りの方法が異なる。 ranggeuyとは， 第Il

章で述ぺたように， 穂摘みナイフで止葉の付け根の少し下で切り取った稲穂を

.. 
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意味するが， paregもd¢ と cere fまいずれも ranggeuy の形で刈り取り，

これを geugeus （稲束）にして貯蔵する。 このため， この 2品種群は pare

ranggeuyan (ranggeuyにする稲）と総称される。これに対して， segonはや

はり穂摘みナイフで（まれに鎌で）穂刈りされるが，切り取る個所が止葉の付

け根の下でなく穂首節間であるため，切り取られた稲穂は， parege必や ci!re

のそれに較べ大変短い。この短い稲穂は ranggeuyとは呼ばれず， heucal,と

呼ぽれる。この heucal,は短いため稲束にすることは不可能で，刈り取り後た

だちに圃場で，あるいは袋かかごで経営者の家まで運ばれた後，足で踏みつけ
18) 

る(irik)，手で扱き取る (arol)などの方法で脱殻される。 segonは，従って，

籾 (bangsal)で貯蔵される。

ただし， pareranggeuyanは常に ranggeuyの形で刈り取られるのかという

と9.7cうではない。 遅れ穂刈りの時は pareranggeuyanであっても heucak

の形で刈り取られることはすでに述べたとおりである。また，穂首節間のない

高収輩短秤品種は止葉の付け根のすぐ下で切り取られるが，この稲穂は rang-

geuyではなく， lzeucakと呼ばれる。結局，稲穂にはその長さにより ranggeuy

とlzeucakの2種類があることになる。 ranggeuyの形で刈り取られればその

収蘇ほ稲束 (geugeus)の数で， Jzeucakの形で刈り取られれば lzeucakのまま

の璽蔽か， あるいは脱穀後の籾軍巌（または石油艤 bli!kで何杯分か）で表現
19) 

される。

このような刈り取りとその後の処理方法の違いには脱粒性の難易が関係して

18) segonと高収凪短稗品種は，平地部では，録で根元近くから稲株ごと切り取ったのち

稲穂部分を圃場に敷いたむしろに叩き付けて脱穀する方法が取られているが，サラムソ

カルでこの方法をとる者は少ない。

19)稲穂の長さの違いに関連して問題となるのは籾換節する時の係数である。すなわち，

稲穂を籾換鍔するためには稲穂重試に一定の換算係数を乗じる必要があるが，この換罫

に用いられる係数はインドネシア全国で一律のものが使用されているらしく，筆者がバ

ンドン県庁農業局で入手したものを始め． 加納 [1979:132],•本岡 [1970: 109]， 矢沢

[1975:350], SHIRAISHI [1982: 124]などの引用する換群表は実質的には同ーである。

しかし，これらの換節表には ranggeuyとheucakに相当するような稲穂の長さによ

る区分が明示されていない。稲穂の長さにより籾換節の係数は異なると思われるが，な
ぜそのような配慮がされていないのか筆者は不思議に思っている。
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第 4表生育期間のいくつかの例

品種群 品 種 名 種～籾播取種(り!) 播植種え(～2)田 収田植穫＊え（3～) 瓶殺種(2)+～収(3) 

1. baod 53 136 189 

‘ド̀ミ切： 2. baod sikep 20 49 141 190 
3. baod sikep 54 131 185 

、i 4. baod sikep 19 42 142 184 
5. rangaling 23 42 135 177 
6. galiw11r（主品種ほ baod) 6 52 134 186 
7. galiwur（主品種ほ baod) 43 21 158 179 

燭 1. C祈¢ bcurcU999 54 32 144 176 

1. segon saga 10 48 137 185 
2, segon saga 7 56 133 189 

溶答は
3. segon saga 17 42 140 182 
4. segon saga 58 131 189 
5. segon lletan 10 48 119 167 
6, segon keta11 42 134 176 

＊実際の収穫は何日1こもわたるのであるが，ここでは収稜日を一斉刈り取り (gacong)の
日とした．

いると考えられるが， この点で典味深いのは cereについての村人の説明であ

る。すなわち ce炒は「稲穂を足で踏みつけても，叩き付けても脱殻し1こくい＇

ので， pare gi!deと同じように稲束 (geugeus)にして貯蔵する」のである。

ところが， 「c扉は paregi!deと違って，天日乾燥をするうちに脱落が激し

くなる。ただし， その脱落ほ segonのように 1粒々々の籾が脱落するのでは

なく， cangci（枝梗）ごと脱落する」のがその特徴であるという。

村人が稲の 3品種群について語るとき， pareglideに対して segon• Cゑ屈を

対比させることが多い。 segonと cゑr¢ はいくつかの点で共通する特性を持つ

からである。 例えぼ， bulu（毛）と表現される芭を絃go12と C忍r¢ は持たな

いが， paregi!de,ま1品種 (kiitanlzideung rogol)を除き，すべてが持つ（第

3表）。 このため， pareglideしま parebuluan（毛のある稲）とも呼ぼれる。

segonと cereに共通する特性は，また，肥料をやらなくとも十分な収穫の得
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られることであるが，これに対して， paregi!deは十分な収穫を得るためにほ

肥料を与えるか，あるいは条件のよい肥えた水田に植え付ける必要がある。条

件の劣る水田（水掛かりが悪い，冷たい湧水が直接流れ込む，森林の辺縁部な

どにあって日当たりが悪いなど）には，必ず segonか cゑ伐を植え付ける。

pare gi!deは病虫害 (hama) に弱いので， 病虫害の発生しやすい乾季作には

segonか伐1’¢ に換える。 segonと Ci!r¢ はいずれも倒れやすい等々， 両品

種群1こ共通の特性は多い。

しかし， 「segonは，乾季に向って栽培すると（乾季の最盛期に収穫となる

ように作付けすると）， 雨季に向って栽培した時に較べ収穫までの期間が l~

2週短くなるが， paregi!deと Ci!r¢ はいつ植え付けても収穫までの期間は同

じである」という。第1図に見るように，雨季の後半から乾季の前半（およそ

1月から 7月）にかけて日長は短日条件にあるので， segon'ま鈍い感光性を持

つらしいと考えることができる。なお， 「どんな品種の稲でも刈り取りのあと

すぐ水1こ浸せば， いっせいに発芽する (ngarendung)」というから，種子休眠

性のある品種ほ知られていないらしい。

食味の点で最も好まれるのは paregi!deである。 “うまい”とされるメジ

は，指先で摘まんだときポロボロとくずれず，しかも指先にべと付かない程

度のねばり気を有するものである。このような適度なねばり気のある状態は

pul初と形容されるが， paregi!deほ pnl紐の点では最上とされる。 これに対

して翁gonは， segon sagaのように“うまい’'とされる品種もあるが，一般

には paregedeより食味の劣る品種群とみなされている。 segonの不味の理

由は脱ar,すなわちボロボロとして適度な粘り気に欠けることがあげられ

る。

一方， ci!reのメツは加Ienとも bearとも異なる sesegという言葉で形
こわ

容される。この言葉は“強い’'とでも訳することができるのだろうか，村人は

この si!si!gを， 「汁物なしに 1皿も食べたらすぐ腹いっばいになるような

味。 puliint.ょメシなら，おかずなしで 2皿も 3皿も食べることができるのに・・・
20) 

．．．」と説明する。 C砂¢メシほ，香りを持つこともあって，その食味を好む者
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c扉とsegon は多くの点で似た性質を持つにもかかわらず，サラムンカル

で植え付けられている稲はpare glideとsegonの2品種群であるといってさ

しつかえないほどにCゑreの植え付け面戟は大変少ない。この理由として村人

があげるのは，segonの収穫後の調製が簡単なことである。 すなわちci!reは

pare lf<醒と同様に， 稲束を立て杵で拇いて， 脱穀・脱秤をlisung(長大

な木製の臼）で， 掘精をjubliig (小さな石臼）で，というように二重に手間

がかかる。その上，/is,mgがあるのは上図世帯だけであって， 近隣の10数世

帯がこれを入れ替りたち替り使うから，いつでも都合のよい時にlisungを使

うわけにはいかない。 これに対してsegonは踏みつけるなどすれば筒単に脱

殻することができるうえ，脱秤. t説者は小さな石臼ひとつでできるし，あるい

は精米機にかけることもできる。サラムンカルに初めて精米機が瑶入されたの

は1978年であったというが， それ以来，脱秤．拙緒の簡便さから cゑreの栽培

をやめ，segonに換える者が増えたという。

にもかかわらず現在でも小面腋ながらCもreが栽培されているのは， その食

味と香りを好む者がいるためだけでなく，初穂(ibupare)を刈り取る目的で
21) 

植え付ける者がいるためである。初穂をとるためにciireを栽培するのは経営

水田の小さい者で， その植え付け面戟もほんの 1 筆か 2 筆に限られる。 一般に

経営規模の小さい者ほど条件の劣る水田を耕作しているので，たとえ初穂を取

る目的であっても，作柄の不安から，pare gる必ではなくcii点が選ばれ るの

であろう。

20) 翁segの本来の意味は， 「物が詰っていっぱいの」，「（身体・建物などが）頑丈な」
などである [LBSS 1976:471; RwG 1862:443; SATJAmBRATA 1942:306]。 なお， Cと戌

メシについて用いられるもう1つの表現加rolok , ま， 粘り気が不足するという点では
延arと共通する意味を持つらしい。

21)初穂はpare gedeでもc箪でもよいが，segonを初穂とすることはできない。
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y 意図的品種混合

2種ないしそれ以上の品種が混じりあっている稲を galiwurと呼ぶ。 これ

は意図的に 2つないしそれ以上の品種の種籾を混ぜあわせてから播種したもの

であって，何らかの偶然によって混ざりあったものではない。 築者は， この

galiwurについて語るだけの充分な材料をいまだ持たないが，村人の述べる

galiw,げ栽培の利点とその理由について，筆者の理解しえた範囲内で紹介して

みたい。
22) 

村人は galiwurを独立した 1つの稲品種のごとくみなすが， その構成品種

の数と混合割合はさまざまである。いずれも当初は 2つないしそれ以上の品種

を種靱の段階で意図的に混ぜあわせたのち播種されたもので，誰がいつごろ作

った galiwurであるかがはっきり判っているものもある。今日においても村

人は新しい galiwurを作り出す。箪者も，わずか 1例ではあるが， galiwur

を“調合'’する現場を目撃することができた。

galiwurを構成する品種は原則として paregi!必に属する品種である。現

在，サラムンカルで栽培されている galiw加の多くは主品種を baodか baod

siki!pとし， これと， racik,padang sari, gebot, jidah, endon, sari 1nahiな

どのいずれか数品稲とが混ぜあわされたものである（第3表）。 混合割合は，

主品種である baodまたは baodsik砂が籾数で半分から 3分の 2を占め，残

りはそれ以外の数品種からなる。主品種と組み合わされるのはいずれも「昔の

品種」であって，これらは今日では単独栽培はされず， galiw加の描成品種と

してのみ栽培される。 paregi!de以外の品種が galitり加の構成品種として用

いられることもあるが，きわめて稀なことで， 策者が確認した範囲では pare

gi!deと cfreを1: 11こ混ぜあわせたもの， 陸稲どうしを混ぜあわせたもの

22) galiwurから調製された米 (b盆s)は， b紐sborontokまたは脱硲 galun,Pungと呼ば

れるが，これもやはり独立した 1つの品種のように扱われる。
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が， それぞれ1例みられたにすぎない。 paregi!deと涎'gon, あるいはce厄

と蕊goれを混ぜあわせるのほ， 脱粒性（従って脱殻方法）が異なるため不可

能であるという。 また， sigonどうしを混ぜあわせるのは， 品種による生育期

間の差が大きすぎるという理由で行なわれない。言うまでもなく， ウルチ種と

モチ種を混ぜあわすこともされない。

村人の述べるgaliwur栽培の利点は，(I)危険分散， (2)増収効果， (3)好みの

味を作りだす， の3つに分けることができる。

まず， 危険分散の効果は "untung ieu, untung itu" (連のよいのは， この品

種かも知れないしあの品稲かも知れない）という村人の意見に代表される。

ある品種の作柄が思わしくなくても， 他の品種が十分な作柄をもたらすことに

よって， 何らかの理由による壊減的減収を回避することができるというのであ

る。ある村人は， 具体的に強風に対する作柄の安定性を確保する手段として，

galiwttrを梱え付けると解説する。 rainpak (一斉に出穂）の段階で強風が吹

くと枇(I四 pa)がふえるので， 稲の出穂期が， 乾季の末期など風の吹きやすい

季節にぶつかることを村人は大変恐れるが， たがいに生育期間をわずかに異1こ

する品種を組み合わせたgaliwurを栽培すれば， 比較的長期にわたって出 穂

するので強風による被害は軽微なものとなる。

galiwur栽培しま， また， 増収効果を期待して， すなわち， 収誠をできるだけ

大きくする(supaya alus-alusan)方策であるとも説明される。 galiwur栽培

が， 翠ーの品種のみを栽培した時に較べ， 収誠において優る理由を， ある村人

は「稲穂が2層にも3層にもなるから」と解説する。 galiwurを構成す る 品

種のうち， 「わずかに短秤の品種はわずかにワセ(hawara)で， わず か に長

秤の品種はわずか1こオクテ(leuir)である」というから， 両品種間の出穂時期

のずれと草丈の差により， 開花期の稲穂がより有効に日照を受けるような効果

がもたらされるのだろうか。

別の村人は， また，galiwurのメシのウマサを強調する。 とりわけ描成品稲

のひとつがjidahのような香りを持つ品種である場合には， この理由がよく

聞かれる。経営水田の小さな村人はしぽしば栽培品種を換えるが， 「誰それの
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水田の galiw耽はウマイ」という理由から，その水田での刈り取り作業で得

た現物報酬を種籾として自己の経営水田に植え付ける例は少なくない。先に述

べた paregi!deと ci!厄とを混ぜた村人も，食味をその理由にあげる。すな
こわ

わち，「ci!r6だけでは‘‘強すぎる ”(sゑsゑ'gteuing）」ので，適度な粘り気を加

えるため paregi!deと混ぜあわせたというのである。

galiwur栽培について村人のあげる以上3つの利点のうち，はじめの 2つ

は，いずれも gali碑 rの構成品種が生育期間をわずかずつ異にしているとい

う特徴に由来する。 galiwurのこの特徴は，収穫恨行と関連づけるとまた別

の利点をもたらす。それは最適収穫時期に適度な幅をもたせることである。経

営水田の小さい村人は刈り取り作業を他の村人に開放する必要はなく，経営主

（女）が 1人で，あるいは娘と一緒に刈り取るが，収穫後処理がその日のうち

に可能な稲穂拡は限られるので，刈り取り作業はいく日にもわたる。このよう

な刈り取り方法をとる者にとって最適収穫時期に適度な幅があることは，大変

好都合となる。

穂ぞろいの一定しない gal畑ur!ま，また，経営水田がある程度広い者に

は，その“手取り’'をふやす効果をもたらす。というのは，刈り取り作業を開

放するのは水田 1カ所につき 1日だけであるから，その時点での未熟穂が多け

れば一斉刈り取り作業による刈り取り高は少なく，従って刈り取り作業への参

加者に与える報酬の総羅を少なくすませることができる。このことは，水田の

経営主が家族労働のみによって行なう do加珀n作業（一斉刈り取り作業以前の

刈り取り）と＇ ，gagみnpぬlan作業（一斉刈り取り作業後に行なう遅れ穂刈り）に

よる刈り取り高がそれだけふえることを意味する。水田の経営主が小作人であ

っても同様である。小作人が支払うべき地代は一斉刈り取り作業による収穫高

（ただし，刈り取り作業参加者へ報酬を与えた後の残り）を折半した盤であっ

て， doknen作業と ngage,np払Ian作業による収穫はすべて小作人の取り分と

なるからである。

最後に， galiwur栽培と収穫恨行に関連して問題となるのは，穂摘みナイフ

使用との関係である。穂摘みナイフ使用，あるいは，鎌刈りの普及を阻む要因
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23) 

をめぐって， 従来いくつかの説明がなされているが，galiwur栽培と関述づけ

るとまた異なった説明が可能になる。 すなわち，gal畑叩栽培の利点はその構

成品種が生育期間をわずかずつ異にしていることに由来するのであるから， そ

の利点は鎌でなく， 穂摘みナイフを使用してこそ生かされることになる。村人

ぬgaliivur栽培を続ける限り， 穂摘みナイフの使用をやめるわけにはいかな

いのである。
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通年栽培が可能なこの村では，全戸一斉

コメント の作季が実施されているという。そしてこ

の目的は出穂期を揃えることによりネズミ

宮川修一 の被害を回避することにあるとされてい

る。この関係のいわば実験的証明の例とし

著者は本年6月の本研究会例会で，ここ て，高収慕短秤品種の甜入による似行股法

に掲戟されたジャワ島の一村落の水稲耕作 の一時的破壊とそれによる鼠害の増加があ

について報告しているが，その際私もお話 げられている。すなわちネズミが村の作季

を伺い，たいへんに興味をひかれ，いくつ を規制するということになる。類似の例を

かの質問をさせていただいたことを銘えて さがすと，たとえば大正から昭和初期にか

いる。というのも，個人的事俯にわたるが， けての日本の暖地での晩植栽培の励行は，

私も昨年東北クイの股村での殷業調査を終 三化メイチュウを回避するためにとられた

えてきたところであり，同地の稲作を見慣 措四であった。しかしこの虫宮は当時多収

れた眼からは著者の報告する村の稲作はあ 型の晩稲が祁入される過程で生じた過渡的

たかも別世界のことのような印象をもった な事件であり，この村の場合とは歴史的経

からである。そのような立楊から柩めて私 過が全く異なっている。

的な感想をこの報文について述べてみたい。 ところでこの村の周辺でもみられる一斉

東南アジアにおいて，年間の降雨菰や降 型作季ほ，下流域のバンドン平地では行な

雨パクーンがイネの栽培方法を規定するの われていないという。このちがいはどこか

は一般的傾向であろう。けれどもここに記 ら来るのであろうか。村人が語るように鼠

された村では雨季と乾季の存在にもかかわ 害が作季を全村的に規制するならば，そう

らず通年の作付が可能であって，苗代作り でない地方の事術と比較してみたいもので

は収穫が終った時点で始まり，しかも感光 ある。

性のない同一の種類のイネを栽培するため， この村の稽作のいまひとつの興味ある点

そこには季節の変化とは全く無関係の7カ は，その入念な栽培技術である。たとえば

月周期の腹作業胆が繰り返されることとな モチ稲だけの穂描き，植付前の除草をはさ

る。在来稲を用いたこのような例は極めて んだ2度の均平作業，余り苗の処四など

めずらしいのではないか。灌漑が盤備され は，東北クイの大雑把でパクチのような稲

ていても作季は 1年単位で完結している楊 作と比較すると，考えもつかない丁寧さで

合が東南アジアでは一般的であろう。 ある。けれどもこれほど熱心な耕作をして
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その収砿はどの程度なのであろうか。 惜し えて， やはり同様の感慨をもった。本報告

いことに報告には収砿の記戟がない。 この の， やや煩瑣とも思えるほどの現地語表示

ために他の地域との比較1こ著しい困難が生 をも含め， イネと稲作をめぐる綿密な餓察

じてしまう。けれども文中には一部世楷を は在来殷法の重要な資料となろうし， その

除き米は自給できていないとあるから， お ような鍛察は長期滞在の研究者のみがなし

そらく位あたり5 tも6 tもとれる稲作で うる貴重な仕事であると思う。

はあるまいと思われる。低収と推察するも （岐阜大学股学部）

う一つの理由は穂摘みナイフの使用にある。

HoKI日983: 11-23) によると， 収紐段階

がある水準を超えると， 刈取所要労働凪の

増大を抑えるため， 穂摘みナイフ1ま鎌へと

代るとされている。おそらく収量が低い段

階で頭打ちとなったまま． 農法が際限なく

細密化していった結果をこの村の状態は示

しているのであろう。報告の末尾に あ る

「品種混合」も， 穂摘みナイフの使用を前

提とした農法の細密化の果て1こ生み出され

た一つの技術ではないだろうか。災習回避

のための品種混合例がペトナム〔平野 1968

: 78) やネバール (MORISH因A et al. 

1980〕で知られているが両者の背景ほ巽な

るものと考えられる。

かつて嵐〔1975) は「作季のことがよく

わかっておれば， その地方の稲作のほぼ全

貌をも推察しうる」と述べたが， このこと

は熱帯の稲作地帯でもそれなりにあてはま

るのではないかというのが， 東北クイで私

の感じているところである。 この報告での

稲作ほあまり1こも東北クイの天水稲作とは

かけ離れてはいるが， そのような遥いを超
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